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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 9日 (2007.4.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 収 納 装 置 １ ０ ０ は 、 直 方 体 形 状 の 筐 体 部 １ １ ０ を 有 し て い る 。 こ の 筐 体 部 １ １ ０ に
は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 正 面 側 に 収 納 口 １ ２ １ - 1 ～ １ ２ １ - 9 を 持 つ ９ 個 の 四 角 筒 形 状 の 収
納 部 本 体 １ ２ ０ - 1 ～ １ ２ ０ - 9 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら 収 納 部 本 体 １ ２ ０ - 1 ～ １ ２ ０ - 9 は
、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 筐 体 部 １ １ ０ に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 収 納
部 本 体 １ ２ ０ - 1 ～ １ ２ ０ - 9 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 、 そ の 収 納 口 １ ２ １ - 1 ～ １ ２ １ - 9 を 覆 う
た め の 平 板 部 １ ３ ０ - 1 ～ １ ３ ０ - 9 が 、 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ は 、 平
板 １ ３ ０ - 1 ～ １ ３ ０ - 9 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 し て お り 、 図 ２ は 平 板 部 １ ３ ０ - 1 ～ １ ３ ０

- 9 を 取 り 外 し た 状 態 を 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 収 納 部 本 体 １ ２ ０ - 1 お よ び 平 板 部 １ ３ ０ - 1 は 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ て お り 、 平 板 部 １
３ ０ - 1 は 収 納 部 本 体 １ ２ ０ - 1 の 収 納 口 １ ２ １ - 1 に 対 応 し て 、 着 脱 自 在 に 取 り 付 け る こ と が
で き る 。 図 ６ は 、 平 板 部 １ ３ ０ - 1 が 収 納 口 １ ２ １ - 1 を 覆 っ て い る 閉 蓋 状 態 を 示 し て い る 。
こ の 閉 蓋 状 態 で は 、 ユ ー ザ が リ モ コ ン １ ５ ０ を 操 作 し て ロ ッ ク モ ー ド と す る こ と で 、 平 板
部 １ ３ ０ - 1 の ロ ッ ク 機 構 １ ４ ５ を 構 成 す る 爪 部 １ ４ ６ が 、 収 納 口 の 段 差 部 １ ２ ２
に 設 け ら れ た 爪 挿 入 孔 １ ２ ５ に 挿 入 さ れ 、 ロ ッ ク 状 態 と な る 。 図 ７ は 、 収 納 口 が
開 放 さ れ た 開 蓋 状 態 を 示 し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 平 板 部 １ ３ ０ - 1 を 収 納 部 本 体 １ ２ ０ - 1 の 収 納 口 の 部 分 か ら 容 易 に 取 り 外
す こ と が で き る の で 、 平 板 部 １ ３ ０ - 1 の 分 離 使 用 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 平 板 部 １ ３
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０ - 1 は 、 取 り 外 さ れ た と き に は 、 普 通 の テ レ ビ 受 信 機 と し て 利 用 で き る 。 上 述 し た ア ン テ
ナ 線 接 続 端 子 １ ４ １ お よ び Ａ Ｃ 電 源 ケ ー ブ ル 接 続 端 子 １ ４ ２ は 、 平 板 部 １ ３ ０ - 1 を 上 述 し
た よ う に 取 り 外 し て 普 通 の テ レ ビ 受 信 機 と し て 使 用 す る 際 に 必 要 と な る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ア ン テ ナ 線 分 配 器 は 、 ア ン テ ナ 端 子 １ ８ ０ に 入 力 さ れ た 放 送 信 号 Ｂ Ｓ を 、 テ レ ビ
ボ ッ ク ス 部 ２ ０ ５ - 1 ～ ２ ０ ５ - 9 に 分 配 す る 。 ス イ ッ チ ャ ２ ０ ３ は 、 テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０
５ - 1 ～ ２ ０ ５ - 9 か ら の 画 像 信 号 Ｓ Ｖ お よ び 外 部 画 像 入 力 端 子 １ ８ ２ に 入 力 さ れ た 画 像 信 号
Ｓ Ｖ を 入 力 し 、 テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０ ５ - 1 ～ ２ ０ ５ - 9 へ の 画 像 信 号 Ｓ Ｖ を 出 力 す る 。 ま た
、 こ の ス イ ッ チ ャ ２ ０ ３ は 、 テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０ ５ - 1 ～ ２ ０ ５ - 9 か ら の 音 声 信 号 Ｓ Ａ お
よ び 外 部 音 声 入 力 端 子 １ ８ ４ に 入 力 さ れ た 音 声 信 号 Ｓ Ａ を 入 力 し 、 テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０
５ - 1 ～ ２ ０ ５ - 9 の ス ピ ー カ １ ３ ９ Ｌ ， １ ３ ９ Ｒ や ス ピ ー カ １ ４ ０ Ｌ ， １ ４ ０ Ｒ へ の 音 声 信
号 Ｓ Ａ を 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０ ５ - 1 は 、 リ モ コ ン 信 号 Ｒ Ｍ の 入 力 端 子 ３ ０ １ 、 放 送 信 号 Ｂ Ｓ
の 入 力 端 子 ３ ０ ２ 、 画 像 信 号 Ｓ Ｖ の 入 力 端 子 ３ ０ ３ 、 画 像 信 号 Ｓ Ｖ の 出 力 端 子 ３ ０ ４ 、 音
声 信 号 Ｓ Ａ の 出 力 端 子 ３ ０ ５ を 有 し て い る 。 こ れ ら 端 子
３ ０ １ ～ は 、 上 述 し た 接 続 端 子 １ ３ ５ （ 図 ４ 参 照 ） を 構 成 し て い る 。 ま た 、 こ の テ
レ ビ ボ ッ ク ス 部 ２ ０ ５ - 1 は 、 ア ン テ ナ 線 接 続 端 子 １ ４ １ を 有 し て い る 。 こ の 接 続 端 子 １ ４
１ は 、 チ ュ ー ナ ３ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ８ 】
　 テ レ ビ ボ ッ ク ス は 、 当 該 リ モ コ ン 信 号 Ｒ Ｍ に 基 づ い て 、 制 御 部 ３ １ １ が
信 号 処 理 部 ３ １ ３ を 制 御 し 、 入 力 端 子 ３ ０ ３ に 入 力 さ れ た 画 像 信 号 Ｓ Ｖ に 対 し て Ｉ Ｐ 変 換
処 理 、 さ ら に は ス チ ル 処 理 を 行 い 、 処 理 後 の 画 像 信 号 を 画 像 表 示 素 子 １ ３ １ に 供 給 す る 。
こ れ に よ り 、 指 定 さ れ た テ レ ビ ボ ッ ク ス 部 の 画 像 表 示 素 子 １ ３ １ に 、 指 定 さ れ た ジ ャ ケ ッ
ト ま た は ズ ボ ン （ ス カ ー ト ） が 表 示 さ れ た 状 態 と な る 。 こ れ に よ り 、 任 意 の ジ ャ ケ ッ ト お
よ び ズ ボ ン （ ス カ ー ト ） を 組 み 合 わ せ た 表 示 が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ２ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 ミ ラ ー 表 示 処 理 を 示 し て い る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ １
で 、 処 理 を 開 始 し 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ２ で 、 自 己 の 撮 像 素 子 の 出 力 を 使 用 す る か 否
か を 判 定 す る 。 自 己 の 撮 像 出 力 を 使 用 す る と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ３ で 、 撮 像 出 力 を ス
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イ ッ チ ャ ２ ０ ３ に 出 力 し 、 そ の 後 に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ４ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ２ で 、
自 己 の 撮 像 出 力 を 使 用 し な い と き は 、 直 ち に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ４ に 進 む 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ４ で は 、 自 己 の 記 録 装 置 の 再 生 出 力 （ 過 去 画 像 信 号 ま た は 衣 服
表 示 用 画 像 信 号 ） を 使 用 す る か 否 か を 判 定 す る 。 自 己 の 記 録 装 置 の 再 生 出 力 を 使 用
す る と き は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ５ で 、 再 生 出 力 を ス イ ッ チ ャ ２ ０ ３ に 出 力 し 、 そ の 後 に ス
テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ６ に 進 む 。 ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ４ で 、 自 己 の 記 録 装 置 の 再 生 出 力 を 使
用 し な い と き は 、 直 ち に ス テ ッ プ Ｓ Ｔ ２ ２ ６ に 進 む 。
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